
令和５年６月１日（木）

市長定例記者会見

さいたま市議会６月定例会

提出議案について



令和５年６月定例会 ６月７日開会

提出議案数 ３３件

（内訳）

予算議案 ４件
条例議案 １０件
一般議案 １２件
道路議案 ２件

人事議案 ５件

令和５年６月定例会 提出議案



主な条例議案

令和５年６月定例会 条例議案

さいたま市老人福祉センター条例及び
さいたま市健康福祉センター西楽園条例の一部を改正する条例

【改正内容】

１ さいたま市老人福祉センター東楽園の移転再整備に伴い、同園を

廃止し、新たにさいたま市健康福祉センター東楽園を見沼区大字

膝子９８４番地に設置するもの。

２ さいたま市健康福祉センター東楽園の

利用料金を定めるとともに、その他規

定の整備を行うもの。

開館日 令和７年４月１日

【完成イメージ図】



（一般会計） １４億８，８６０万５千円

（特別会計） ３０万円

（企業会計） ８，４６７万円

合 計 １５億７，３５７万５千円

令和５年６月定例会 補正予算議案



●ＰＰＡモデルを始めとした太陽光発電設備等の設置促進を図るため、脱
炭素に取り組む事業者を支援します。

・地球温暖化対策事業（脱炭素社会推進課）（1億3,352万9千円）

１ ゼロカーボンシティの実現に向けた脱炭素の加速化

●県の子育てファミリー応援事業と連携し、子育て世帯への支援の充実を
図るため「のびのび赤ちゃん応援金」（新生児1人1万円）を支給します。

・子育て世帯への特別給付金給付事業（子育て支援課）（1億269万3千円）

３ 市と県の連携による子育て世帯への支援の充実

新規

２ マイナンバーカード普及促進及び交付窓口の強化

●マイナポイントの申請期限の延長に伴い、区役所におけるマイナ

ポイントの申請手続支援等を継続します。

・情報システム最適化事業（デジタル改革推進部）（1億2,520万6千円）

令和５年６月定例会 補正予算の特徴



●家庭の負担軽減や子どもの孤立を防止するため、多世代交流会食や
子ども食堂、食品配布事業を実施している団体等を支援します。

・子育て支援推進事業(子ども政策課)(590万円)

●低所得のひとり親家庭等を支援するため、市独自に、小学校、中学
校、高等学校に入学した子ども1人につき3万円の給付金を支給しま
す。

・ひとり親家庭等福祉事業(子育て支援課)(3,200万1千円)

４ エネルギー・食料品価格等の物価高騰への対策

令和５年６月定例会 補正予算の特徴

新規

新規



４ エネルギー・食料品価格等の物価高騰への対策

令和５年６月定例会 補正予算の特徴

●農業水利施設の維持管理に関する負担を軽減するため、水利組合に対
して電気料金の高騰分を支援します。

・農業環境整備事業(農業環境整備課) (1,235万5千円)

●電気・ガス等のエネルギーコストの削減に取り組む中小企業者等を支
援するため、省エネルギー設備への更新費用を補助します。

・中小企業支援事業(産業展開推進課) (3億470万7千円)

●物価高騰の影響を受けている入所系社会福祉施設に対する水道料金の
減額措置を通年化します。

・政策推進事務事業（都市経営戦略部）(1億4,168万3千円)

・水道事業会計 給水収益の減

新規



５ インフレスライド条項適用等に伴う措置

令和５年６月定例会 補正予算の特徴

●サーマルエネルギーセンター建設工事において、工期内の急激な賃金
及び資材の高騰等に対応するため、工事の請負代金の変更を行います。

・一般廃棄物処理施設整備事業(環境施設整備課)(3億896万9千円)

●一般国道１２２号蓮田岩槻バイパス整備事業の工事において、工期内の
急激な賃金及び資材の高騰等に対応するため、工事の請負代金の変更を
行います。

・道路新設改良事業(道路計画課)(3億2,000万円)


